しら さぎ みょうじん ほこら 

白鷺 明 神 の 祠 へ —— 一 緑の 森 を その 峰に 仰いで、 

おがた せんきち 

小 県 銑吉が いざ 詣 でようと すると、 案内に 立ちそう な 

村の 爺さんが 少なからず 難色 を顕 わした。 

この 爺さん は、 

「 —— おらが 口で、 更め ていう ではね えがな す、 内の 

媼は、 へい 一通りなら ねえ i 女で がすで ご …… 

若い 時 は、 渡り 仲間の、 のら もので、 獵夫を 片手間 

に、 小 賭博な ども 遣る らしい が、 そんな 事より、 古 女 

房が 巫女と いうので、 聞く ものに 一種の 威力が あった 



のざらし あばらぼね さ 

さながら 野 晒の 肋骨 を 組合わせ たように、 曝れ 古 

びた、 正面の 閉 した 格子 を 透いて、 向う 峰の 明 神の 森 

は 小さな 堂の 屋根 を 包んで、 街道 を 中に、 石段 は 高い 

が、 あたかも、 ついそ こに 掛けた、 一面 墨絵の 額、 い 

や、 ざっと 彩った 絵馬の ごとく 望まる る。 

明 神 は 女体に おわ す —— 爺 さ ん がいう ので あるが I 

I それへ、 詣 ずるの は、 石段の 上の 拝殿まで だが、 そ 

ゆ しょうじょう さいかい 

こへ 行く だけで さえ、 清 浄と 斎戒がなければ ならぬ。 

奥の 大歐の 中腹に、 祠が 立って、 恭しく ％ き 祭った 

神 像 は、 大深秘 で、 軽々 しく 拝まれない II だから、 

参った 処で、 その 効 は あるまい …… と 行く の を 留めた 



の 事で なす。」 …… 

しろ 

ただこの 観世音の 麗相 を、 やや 細面に して、 玉の 皓 

みぐ し 

きが ごとく、 そして 御 髪が 黒く、 やっぱり 唇 は 一点の 

紅で ある。 

はかま 

その 明 神 は、 白鷺の 月 冠 をめ している。 白衣で、 袴 

ひ おぼろ 

は、 白と も、 緋 ともいうが、 夜の 花の 朧と 思え。 …… 

どの 道、 „巌 の 奥 殿の 扉 を 開く わけに は 行かない の 

ひとえ かしこ しの 

だから、 偏に 観世音 を 念じて、 彼処の 面影 を傯 ベば よ 

ゝ ) ) o 

力ろう 

爺さん は、 とかく、 手に 取れそう な、 峰の 堂 —— 絵 

馬の 裡へ、 銑吉を 上らせまい とする ので ある。 



いて 驚倒せ しめた。 旦那の 智恵 によると、 鳥に 近づく 

に は、 季節に よって、 樹木と 同化す るのと、 また 鳥と 

ほぼ 服装の 彩 を 同じ ゆうする のが 妙 術 だとい う。 

それ だから 一 夜に 事の 起った 時 は、 冬で 雪が 降って 

ま つ しろ 

いたた めに、 鳥 博士 は、 帽子 も、 服 も、 靴まで 真白に 

していた、 と 話す のであった。 

( …… ヮ …：： ) 

りよ-つし 

ところで、 鳥 博士 も、 獵夫 も、 相互の 仕事が、 両方 

とも 邪魔に はなる が、 幾度 も 顔を合わせ るから、 逢え 

ば 自然と 口 を 利く。 「ここのお つかい 姫 は、 何 だな、 馬 

鹿に 恥 かしがり 屋で居 るんだ な。 なかなか 産む 処を見 



せない がご 「旦那、 とんでも ねえ 罰が 当る ご 「撃つ や 

つと どうかな ご 段々 秋が 深くなる と、 「これまでの は 

こしち と 

渡り ものの、 やす 女 だ、 侍女 も 上等のに なると、 段々 

勿体 をつ けて 奥の 方へ 引 込むな ご 従って 森の奥になる。 

「今度 見つけた 巣 は 一 番 上等 だ。 鷺の 中で も 貴婦人と 

なると、 産 は 雪の 中ら しい。 人目 を 忍 ぶんだ な。 産屋 

も 奥御殿と いう 処だご 「やれ、 罰が 当る てば。 旦那 ご 

「撃つ やっと どうかな ご —— 雪の 中に 産 育す る、 そん 

な鷺が あるか どうか は 知らない。 爺さんの 話の まま I 

りよ-つし 

I 獵 夫が この 爺さんで ある 事 は 言う まで もなかろうと 

ふりしき ま ゆ 

思う。 さて 獵 夫が、 雪の 降 頻る中 を、 朝の 間に 森へ 行 



負いまして、 また 早 や 急いで 帰れ、 と 少し 早めに 糸車 

を 廻 わして いる。 

キ J もた ま 

いや、 もう、 肝 魂 を 消して、 さきに 死骸の 傍 を 離れ 

なすお ろし まっくろ 

る 時から、 那須 嵐が 真黒に なって、 再び、 日の 暮 方の 

雪が 降 出した のが、 今度 行 向う 時 は、 向 風の 吹雪に な つ 

た。 が、 寒さ も 冷た さも 獵夫は 覚えぬ。 ただ 面 を 打つ 

ともえ まんじ ふんばく なぎなた 

て 巴 卍に 打ち 乱れる 紛泪の 中に、 かの 薙刀の 刃が ギ 

ラリと 光って、 鼻 耳 を そがれ はしまい か。 幾度 立ちす 

くみになつ たやら。 …… 

我が 手で、 鉄砲で うった 女の 死骸 を、 雪を搔 いて 膚 

ぐれん 

におぶ つた、 そ、 その 心 持と いう もの は、 紅蓮 大 紅蓮 



くり 俎の 上へ 納 つて、 首 だけが 土間へ がっくりと 垂れ 

る。 めったに 使った ことのない、 大 俵の 炭 をぶ ちまけ 

たように 髻 が 砕けて、 黒髪が 散り かかる 雪に 敷いた。 

媼が伸 上り、 じろ りと 視て、 「天人の ような 婦 やな、 

羽衣 を剝 け、 剝けご と言う。 襟 も 袖 も 引き 撑る、 と 白 

い 優しい 肩から 脇の 下まで 仰向けに 露われ、 乳へ 膝 を 

折 上げて、 くくられ たように、 踵 を 空へ 屈めた 姿で、 

ら.^ しら あぶら 

柔に すくんで いる。 「さ、 その 白ッ こい、 膏の のつ 

た 双 もも を 放さつ しゃれ。 獣 は 背中に、 鳥 は 腹に 肉 

が あると いう 事い の。 腹から 割かつ しゃる か、 それと 

も 背から 解く かの、」 と 何と、 ひた わななきに 戦く、 



獵 夫の 手に 庖丁 を 渡して、 「えい、 それ ご 媼が、 女の 

両脚 を 餅の ように 下へ 引く とな、 腹が、 ふわりと 動い 

て 胴が しんな りと 伸び 申した なす。 

「観音様の 前 だ、 旦那、 許さつ せえ ご 

ぼ さ つ 

御廚 子の 菩薩 は、 ちらちらと 蠟燭の 灯に 瞬きた まう。 

£ぅ ぜレ 

_ I 茫然と して、 銑吉は 聞いて いた I— 

血 は、 とろとろと 流れた、 が、 氷った ように、 大腸 小腸、 

あかぎ も あおぎ も あば 

赤 肝、 碧胆、 五臓 は 見る見る 解き 発 かれ、 続いて、 首 

を 切れと 云う。 その、 しなり と 俎の 下へ 伸びた 皓々 と 

した 咽喉 首に、 触る と 震えそう な 細い 筋よ、 蕨、 ぜん 

やましず 

まいが、 山 賤には 口 相応、 といって、 獵夫 だとて、 若 



い 時、 宿場 女郎の、 ※ 〔# 「参らせ 候」 のく ずし 字、 

も かしく も 見 たれ ど、 そんな ものがた とえに な 

ろうか。 …… 若菜の 二葉の 青い ような 脈 筋が 透いて 見 

えて、 庖丁の 当てよう がご ざらない。 容顔が 美麗な で、 

きおく たわけ 

気後れ をす るげ な、 この 痴気 おやじと、 媼は ニヤ リ、 

「鼻 を そげ そげ、 思 切って。 ええ、 それでの うて は、 こ 

じじ げし にんの が の おど 

な 爺い、 人殺しの 解 死人 は 免れぬ ぞ、」 と告リ 威す。 I 

ほし なぎなた ひき 

I 命ば かり は 欲い と 思い、 ここで 我が 鼻 も 薙刀で 引 そ 

ふるてぬ ぐい ぼんのくぼ ゆわ 

がりょう、 恐ろし さ。 古手 拭で、 我が 鼻 を、 頸 窪 へ 結 

つま 

えたが、 美しい 女の 冷い 鼻 をつ るりと 撮み、 じょき り 

は つつ やけ ひばし てのひら 

と 庖丁で 刎ねる と、 ああ、 あ 痛、 焼 火箸で 掌 を 貫か 



いたさ 

れ たような、 その 疼痛に、 くらんだ 目が、 は あ、 でん 

ぐリ 返って 気がつけば、 鼻の かわりに、 細長い 鳥の 

くちばし 

嘴 を 握って いて、 俎の 上に は、 ただ 腹 を 解いた 白鷺 

が 一 羽。 蓑 毛 も、 胸毛 も、 散り ぢリ に、 血 は 俎の 上と、 

まみ 

鷺の 首と、 おのが 掌に たらたらと 塗れて いた。 

媼が 世帯ぶ つて、 口軽に、 「大 ごな しが 済んだ あと は、 

わしが 手で ぶつぶつと 切って おましよ。 鷺の 料理 は 知 

すまし ほ だ 

らぬ なれ ど、 清 汁 か、 味噌 か、 焼こう かの ご と 栂をほ 

だて、 鍋 を 揺ぶ つて 見せつ けて、 「人間の 娘 も、 鷺の 

おんな 

婦も、 いのち 惜し さに かわり はな いぞの ご といわれ 

かが は 

た 時 は、 俎に つくばい、 III に 屈み、 媼に 這って、 手 を 



い 姫 を、 鉄砲で 撃った 獵夫 は、 肝 を 潰した だけで、 無 

事に 助かった。 旦那 はまず 不具 だ。 巣 を 見る ばかりで、 

その 祟り は、 と 内証で 声 を ひそめて、 老 巫女に 伺 を 

おぼしめ よ 

立てた。 されば、 明 神様の 思 召し は、 鉄砲 は 避け もさ 

れる。 また 眷属が 怪我に 打 たれまい もので はない。 I 

I 御殿の 閨を視 かれ、 あまつさえ、 帳の 奥の その 奥の 

産屋 を —— おみず からで は あるまい が —— お 煩 い… 

…との 事で ある。 

要するに、 御堂の 女神 は、 鉄砲より、 研究が おきら 

いなので ある。 —— 

「 —— 万事、 その 気で ござらつ しゃれよ ご 
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納 ぬしの 文字な ど は 見分けが つかない。 けれども、 

塗 柄 を 受けた 服紗 のよう な もの は、 紗綾 か、 緞子 か、 

濃い 紫 を その 細工 ものに 縫 込んだ。 

武器 は 武器で も、 念 流、 一 刀 流な どの 猛者の 手 を 経 

たもので はない。 流儀の 名の、 静も 優しい、 婦人の 奉 

納 に違いない。 

眉 も 胸 も 和 になった。 が、 ここへ 来て \ィ むまで、 

銑吉は 実は 瞳 を 据え、 唇を緊 めて、 驚 破と いわばの 

きがまえ ききお 

気 構 をした ので ある。 何より 聞 怯 じ をした 事 は、 いさ 

さかたり とも 神慮に 背く と、 静 流が ひらめく とと も 

に、 鼻 を 殺が るる、 というの である。 



いのち おそろし あくしょう とうが さ 

これ は、 生命より 可 恐い。 むかし、 悪性の 唐瘡を 

かわや くしゃみ 

煩った ものが、 厠から 出て、 嚏 をした 拍子に、 鼻が 

飛んで、 鉢 前 を ちょろちょろと 這った、 二 十三夜 講の、 

さき 

前の 話 を 思 出す。 —— その 鼻の 飛んだ 時、 キヤ ッと叫 

まんなか おつか 

ぶと、 顔の 真中へ 舌が 出て、 もげた 鼻 を 追 掛けた とい 

うので ある。 鳥 博士の は 凍傷と 聞いた が、 結果 はおな 

J ヽ 。 

し レ 

鼻 を そがれて、 顔の 真中へ 舌が 出た ので は、 二度と 

東京が 見られない。 第一 汽車に 乗せな かろう。 

くさお い ひなか 

草 生の 坂 を 上る 時 は、 日中 三時 さがり、 やや 暑さ を 

ひとえ 

覚えながら、 幾度 も 単衣の 襟 を 正した。 



ききょ う 

思い も 掛けず、 袖 を 射て、 稲妻が 飛んだ。 桔梗、 萩、 

女郎花、 ，1 幅の 花 野が 水と ともに 床に 流れ、 露 を 縫つ 

た 銀糸の 照る、 彩 ある 女 帯が 目 を 打つ と 同時に、 銑吉 

は すそ ひるが 

は宙を 飛んで、 階段 を 下へ 刎ね 落ちた。 再び 裾へ 飜 

はさき 

える の は、 柄 長き 薙刀の 刃 尖で ある。 その 稲妻が、 雨 

の ごとき 冷汗 を 透して、 再び 光った。 

おおえの き 

次の 瞬間、 銑 吉の身 は、 ほとんど 本能 的に 大稷 の 幹 

を 小 盾に 取って いた。 

どうも 人間より 蟬 に似てい る。 堂の 屋根 うら を 飛ん 

で、 樹へ遁 げた その 形が。 —— そうして、 少時して、 

青い 顔の 目ば か リ樹の 幹から 出した 処は、 いよいよ 似 



のさえ、 かえって 露草の 根の 糸の、 細く、 やさしく 戦 

も つ ゆきき 

ぎ鏈れ るよう に 思わせつつ、 堂の 縁 を 往来した。 が、 

後 姿の ままで、 やがて、 片扉 開いた 格子に、 ひたと 額 

きゃしゃ 

をつ けて、 じっと 留まる と、 華奢な 肩で 激しく 息をし 

かも じ 

た。 髪が 髢の ごとく さらさらと 揺れた。 その 立って、 

すそ 

踏みぐ くめつつ も 乱れた 裾に、 細く 白々 と 鳥の 羽の よ 

つ まさ.？ 

うな 軽い 白 足袋の 爪 尖が 震えた が、 半身 を 扉に 持たせ、 

とりすが さかさま 

半ば を取鎚 つて、 柄 を 高く ついた、 その 薙刀が 倒 で 

はさき 

…… 刃 尖が 爪先 を 切ろうと している。 

いくさ 

戦 は、 銑吉が 勝らし い。 由来い かなる 戦史、 軍記に 

さかさま 

も、 薙刀 を 倒 についた 方 は 負で ある。 同時に、 その 



なまち かかと 

刃 尖が 肉 を 削リ、 鮮血が 踵 を 染めて 伝わり そうで、 見 

る 目も危 い。 

青い 蟬が、 かな かなの ような 調子 はずれの 声 を、 

「貴女、 貴女、 誰 方に しましても、 何事に しましても 

危ぃ、 それ は危 い。 怪我 をし ます。 怪我 をし ます。 気 

をお つけな さらない と ご 

髪 を 分けた 頰を 白く、 手首と ともに、 一 層 扉に 押 当 

てて、 

「ああ あ」 

とや さしい、 うら 若い、 あどけない ほどの、 うけ こ 

たえとまで もな 、， '溜息 を I 木く すると、 



挿入れ た。 稷の葉 蔭に、 手の 青い 脈 を 流れて、 すぐ 

のど く たな そこ 

咽喉へ 通りそう に 見えた が、 掬もうと すると、 掌 が 

じゅず しずく こぼ 

薄く、 玉の 数珠の ように、 I 下が 切れて 皆 溢れる。 

りょうて 

「両 掌で なさい、 両 掌で …… 明 神様の 水でしょう。 野 

郎に 見得 も 何にもい り やしま せんご 

「はい、 いいえ ご 

膝の 上へ、 胸 を かくして 折り かけた 袖 を 圧え、 やつ 

ぱリ 腹部 を蔽 うた、 その 片手 を 離さない。 

「だって、 両掌を 突 込まない じ や、 いけない じゃあり 

ません かご 

ひしゃく 

「ええ、 あの 柄杓が あるんで すけ どご 



「満々 と 下さい。 ありがたい、 これ は 冷い。 一気に は 

舌が 縮みます ね ご 

とぐ つ と 飲み、 

「甘露が 五臓へ 沁みます ご 

と 清し く 云った。 

ななめ み 

小 県の 顔 を、 すっと 通った 鼻筋の、 横顔で 斜 に視な 

がら、 

「まあ、 おきれいです こと ご 

「水 9 …… 勿論！」 

「いいえ、 あなたが ご 

「あなたが ご 



ま 

の 寺へ 帰る の を 待つ 間に —— しかし、 それば かリ では 

ありません。 

たんぼな わて 

II 片 原の 町から 寺へ 来る 途中、 田 畝 啜の 道端に、 

ちゅうじき どころ ひさし つぶ 

お 中 食処の 看板が、 屋根、 廂 ぐるみ、 朽 倒れに 潰れ 

こな がれ ひ ぼたん 

ていて、 清い 小 流の 前に、 思いがけない 緋 牡丹が、」 

お 誓 は、 おくれ 毛 を 靡かし、 顔 を 上げる。 

「その 花の 影、 水 岸に、 白鷺が 一 羽 居て、 それが、 

はんみょう 

斑蝥 —— 人 を 殺す 大 毒虫 —— みちおし え、 というん 

ひきく わ 

です がね、 引啣 えて、 この 森の 空へ 飛ん だんです。 

まだ その 以前、 その 前です よ。 片 原まで 来る 途中、 

林の 中の 道で、 途中から、 不意に、 無理やりに、 私の 



と頰も 冷たそう に、 うら 寂しく、 

ずいしょう 

「故郷へ 帰って来て、 田 沢 家 を 起す、 瑞祥 はこれ で 

分った、 と 下へ も 置かないで、 それ はほんと うに 深切 

に 世話 をして、 牡丹さん、 牡丹さん、 私の 部屋が 牡丹 

あんこ おしろい 

の 間。 餡 子で は あんまり だ、 黄色い 白粉で もっけ ま 

しょう、 牡丹 亭 きな子です。 お 一 ついかが …… そう 

いって どうかす ると、 お 客に お 酌 をした 事 も あるんで 

す。 長 逗留の 退屈ば らし、 それに は 馴れた 軽はずみ 

…：- J 

ためいき 

歎息 も 弱々 と、 

うるさ 

「もっとも 頃い ことで も 言えば、 その 場から、 つい 



柱 一本、 根太板 も、 親た ちの 手の 触った のが 残って 

いましょう。 あの 骨 を 拾おう。 どうしょう。 焚こう か 

埋めよう か。 ちょっと 九 尺 二 間 を 建てる にしても、 場 

たレま まこら 

所がい まの 田 畝で はどうに もなら ず。 (地蔵 様の 祠を 

建てなさい、) 隠居た ちがい うんです。 ああ、 いい わね 

え、 そうしましょう か。 

思 出しても 身体が ふるえる、 …… 

はじめ 

今年 二月の 始 でした。 …… 東京 も、 そうだつ たつ 

て 聞い たんです が、 この辺で も 珍ら しく、 雪の 少ぃ、 

まめまき 

暖かな 冬でした の。 …… 今夜の 豆 撒が 済む と、 片 原で 

年を取って、 あかん ぼ も 一 一 つになる と、 隠居た ち も 笑つ 



オト も 着ないで、 小 県さん、 浴衣に 襟つ き 一枚 何 かで。 

すそ 

II 裙へ 流れる 水、 あの 小川 も、 梅 水に 居て、 座敷の 

奥で、 水 調子 を 聞く 音が します。 …… 牡丹 はもう、 枝 

ばかり、 それ も 枯れて いたんで すが、 降る 雪が すつ き 

つまみ おおりん 

リと、 白い 荅に 積リ ました。 …… 大輪な の も 面影に 

見える ようです。 

ちょうちん 

向う へ、 小さな お 地蔵 様のお 堂 を 建てたら、 お 提灯 

に 蔦の 紋、 養子が 出来て、 その 人のと、 二つなら 嬉し 

きま さいせ んば ► J 

いだろう。 まあ 極り の 悪い。 …… わざとお 賽銭箱 を 置 

いな リ さま 

いて、 宝珠の 玉 …… 違った、 それ はお 稲荷 様、 と 思つ 

ている うちに、 こんな 風に 傘 を さして、 ちらちらと、 



ああ、 この 水が、 そのまん ま、 青い 煙に なって 焼い ち 

まって くれれば いいのに ご 

しばらく、 声 も 途絶えた ので ある。 

「口惜しい わ、 私、 小 県さん、 足が 上へ 浮く 処を、 う 

しろから、 もこん、 と 抱 込んだ もの を、 見ました 時 ご 

わな わなと 震えた から、 小 県 も 肩に かけて いた 手 を 

つま 

離した。 倒れそう に 腰 をつ くと、 棲 を 投げて、 片手 を 

苔に ヒ らした。 

「灰汁の ような 毛が 一 面に かぶ さった。 枯木の ような 

脊の 高い、 蒼い 顔した※々 〔# 「けものへん + 非」、 88-17〕、 

あの、 絵の※ 〔# 「けものへん + 非」、 88-12 々、 それの 



ほつ さし 

お 誓 は稷の 根に、 今度 は吻 として 憩った、 それと 差 

むかいに、 小 県 は、 より 低い 処に腰 を 置いて、 片足 を 

前に、 くつろぐ 状して、 

「節分の 夜の 事 だ。 対 手 を 鬼と 思いた まえ。 が、 それ 

も 出放題 過ぎるなら、 怪我 …… 病気 だと 思 つ たら どう 

です。 怪我 や 病気 は 誰もす る。 …… その 怪我に も、 病 

気に も 障りが なくって、 赤ちゃんが、 御免なさいよ、 

ま、 出来た とする。 昔から 偉人に は 奇蹟が 携わる、 日 

を 見て、 月 を 見て、 星 を 見て、 いや、 ちと 大道 うらな 

いに 似て 来た かね ご 

袖 を 開いて 扇 を 使った。 柳の 影が 映りそう で、 #1 得 



「そんな、 あの、 大 それた、 高望み はしません けれど、 

なぬか ふたよ 

女の子 かも 知れない と 思いました。 五日、 七日、 二 夜、 

三 夜、 観音様の 前に 静 としてい ますう ちに、 そういえ 

ば、 今時、 天狗 も※々 〔# 「けものへん + 非」、 91-12 も 

けもの におい 

居まい し、 第一 獣の 臭気が しません。 くされた とい 

うは 心 持で、 何です か、 水に 棲む ものの ような 気がす 

るし、 森の 香の、 時々 峰から おろす 松風と 一所に 通つ 

て 来る の も、 水神、 山の 神に 魅入られ たの かも 分らな 

かたわ とんび からす 

い。 ええ、 因果と 業。 不具で も、 虫で もい い。 鳶鴉 

ふな どじょう 

でも、 鮒、 鰌 でも 構わない。 その子 を 連れて、 

勧進 比丘尼で、 諸国 を 廻って 親子の 見 世 ものに なった 



ぶったり、 かずら や 枯葉 を 腰へ 巻いたり …… 何の 気 も 

なしに、 孫 八ッて …… その 飴屋の 爺さんが 夜話す るの 

を、 一 言 …… 」 

(— ) 

つきぬ おうぎ 

「焼 火箸 を 脇の 下へ 突貫 かれた 気がしました。 扇子 を 

むしって 棄 ちょうとして、 勿体ない、 観音様に 投げう 

しび 

ち をす るよう なと、 手が 痺れて 落した ほどです。 夜中 

に 谷へ 飛 降りて、 田 沢の 墓へ 嚙み つこう か、 と ガチガ 

みちばた 

チと 歯が 震える。 …… 路傍の つぶれ 屋を、 石油 を 掛け 

て 焼 消そう か。 牡丹の 根へ 毒 を 絞って、 あの 小川 をの 

み 干そう か。 



( —— 実は、 その 絵馬 は 違って いた —— ) 

「ああ、 さぞ、 せいせいす るだろう。 あの 女 は 羨し い 

と 思います と、 お腹の 裡で、 動く のが、 動く ばかりで 

は 

なくなって、 も そ も そと 這うよう な、 もの をい うよう 

お お 

な、 ぐつ ぐつ、 と 巨き な 鼻が 息をする ような、 その 鼻 

な あおぎい ろ 

が 舐める ような、 舌 を 出す ような、 蒼 黄色い 顔 —— 畜 

いきしに 

生 —— 牡丹の 根で 気絶して、 生死 も 知らないで いたう 

ちの 事が 現 に 顕われて、 お腹の 中で、 土 蜘蛛が 黒い 手 

を 拡げる ように 動 くんです もの。 

帯 を 解いて、 投げました。 

ええ、 男に 許した ので はない。 



から はじめて。 

ひとえ うしろ づま 

一 度 横目 を 流した が、 その 時 は、 投げた 単衣の 後 棲 

を、 かなぐり 取った 花 野の 帯の 輪で 守護して、 その 秋 

草の、 幻に 夕 映 ゆる、 蹴出しの 色の 片膝 を 立て、 それ 

はぎ な 

によりか かるよう に 脛 を あらわに、 おくれ 毛 を 撫でつ 

ける のに、 指の さき をな める の を、 ふと 見 まじい もの 

を 見た ように、 目 を 外ら した。 

「その 絵馬なん です わ、 小 県さん ご 

起つ と、 坐る と、 しかも 背中 合せで も、 狭い 堂の 中 

の 一 っ処 で、 気勢 は 通ず る。 安達 ケ 原の …… 

まないた 

「お 誓さん、 気のせい だ。 この 絵馬 は、 俎 の 上へ I 



I 裸体の 恋 絹 を 縛った ので はない。 白鷺 を 一 羽 仰向け 

にして あるんだ よ。 しかも だね、 料理 をす るの は、 も 

の 凄い 鬼婆々 じ やなく つて、 鮪の 口 を 尖らした、 とぼ 

けた 爺さん。 笑わせるな、 これ は 願事でなくて、 殺生 

をし ない 戒めの 絵馬ら しい ご 

事情 も 解めて いる。 半ば 上の空で いうう ちに、 小 県 

のまた 視め ていたの は、 その 次の 絵馬で。 

はげて、 く すんだ、 泥 絵 具で 一 刷毛な すりつけた、 

波の 線が 太いから、 海 を 被いだ に は 違いない。 …… 艄 

かと 思う と 脚が 見えぬ、 鲽、 比 目 魚に は、 どんより と 

色が 赤い。 赤 鱒 だ。 が 何 を 意味す る 9 …… つかわしめ 



ちょっと なまって、 甘える ような 口ぶりが、 なお、 

あきらめ 

きっぱりと 断念が よく 聞え た。 いやが 上に、 それ も 

ぁゥ 4 

可哀 で、 その、 いじらし さ。 

「帯に も、 袖に も、 どこに も、 居ない かね ご 

おおえの き みどリ み 

再び 巨稷 の 翠 の 蔭に 透 通る、 寂しく 澄んだ 姿を視 

た。 

水に も、 満 つる 時 あり や、 樹の 根の 清水 は あふれた 

リ。 

「ああ、 さっき 水 を 飲んだ 時でなくて 可かった ご 

きざ はし しとみ ごうし 

引立てて 階 を 下りた、 その 都 格子の 暗い 処に、 力 

タリと 音が した。 



である。 

お い すが すき 

小 県が 追 鎚る隙 もなか つ た。 

衝と 行く、 お 誓が、 心せいた か、 樹と樹 の 幹に ちょ つ 

と 支えられた ようだった が、 そのまま 両手で 裂く よう 

に、 水に 襟 を 開いた。 玉 なめらかに、 きめ 細かに、 

しろたえ 力す 力 すみ.？， J- 

白妙なる、 乳首の 深秘 は、 幽に雪 間の 堇を 装い、 牡 

丹 冷やかに くずれた の は、 その 腹帯の 結びめ を、 伏目 

に 一 目、 きりきりと 解き かけつ つ、 

「畜生 …… 」 

こだま 

と 云った、 女の 声と ともに、 砑が 冴えて、 銃が 響い 

た。 



早く 解いて 流した 紅 t の 腹帯 は、 二重 三重に わが 

なって、 大輪の 花の ような の を、 もろ 翼 を 添えて、 白 

きた 

鷺が、 すれすれに 水 を 切って、 鳥 旦那の 来り 迫る 波が 

しらと 直線に、 水 脚 を 切って 行く。 その、 花片に、 い 

やその 腹帯の 端に、 キラ キラと、 虫が 居て、 青く 光つ 

た。 

もろて つか 

鼻 を 仰向け、 諸手で、 腹帯 を摑 むと、 紳士 は、 ずぶ 

ひる， R え 

ずぶと 沼に 潜った。 次に 浮き ざまに 飜 つた 帯 は、 翼 

かと 思う 波 を 立てて 消え、 紳士 も 沈んだ。 三 個の 赤い 

少年 も、 もう 影 もない。 

ただ 一 人、 水に 入ろうと する、 ずん ぐり ものの 色の 



黒い 少年 を、 その 諸 足 を 取って、 孫 八 爺が 押えた のが 

見える。 押えられて、 手 を 突 込んだ から、 脚 をば つた 

こおろぎ もが 

のように、 いや、 ずん ぐり だから、 蟋蟀の ように 掙ぃ 

うす つ 

て、 頭で 臼を搗 いていた。 

「 —— そろそろと 歩行いて 行き、 ただ 一 番 あとの もの 

を 助ける よう 」 

途中から 女の子に 呼 戻させて おいて、 媼 巫女、 その 

孫 八 爺さんに 命ずる が) J とくに 云つ て —— 方角 を 教え 

た。 

ずん ぐり が 一番 あとだつ たの を、 孫 八が 来て 見出し 



のみならず、 紳士の 舌に は、 斑蝥 がねば りついて い 

た。 

一 人と して 事件に 煩わされ たもの はない。 

なぎさ 

汀で、 お 誓 を 抱いた 時、 惜し や、 かわいそうに、 も 

ういけ ない と 思った。 胸に 硝薬のに おいが したから 

である。 

水 を 汲もうと する 処へ、 少年 を 促が しつつ、 廻り 龃 

ち. P L こ-. こ 

けに 龃 けつけ た 孫 八が 慌 しく 留めた。 水 を 飲ん じ や 

なり ましね え。 山野に 馴れた 爺の 目に は、 沼の 水 を 見 

さっせえ、 お前 等が いった、 毒虫が、 ポ カリ ポ カリ 浮 

いてる だ。 …… 



ただ 婦女子の もて あそび ものに ござり まする ご 「さよ 

しさい 

うか —— その 儀なら ば、」 …… 仔細ない。 

うば 

が、 孫 八の 媼は、 その 秋 田 辺の いわゆる (おかみん) 

え ち ご じ る ひょう 

ではない。 越 後路から 流 漂した、 その 頃 は 色白な 年増 

であった。 呼 込んだ 孫 八が、 九郎 判官 は 恐れ多い。 弁 

慶が、 ちょうはん、 熊 坂で はなく、 氣の 目の 口で も 寄 

せようと したので あろう。 が、 その 女 振を視 て、 口説 

いて、 ロを遁 げられ たやけ 腹に、 巫女の 命と する 秘密 

の 箱 を 攫って 我が家 を 遁げて 帰らない。 この 奇略 は、 

モス コォの 退 都 に似てい る。 悪 孫 八が 勝ち、 無理が 

通った。 それ も 縁であろう。 越後 巫女 は、 水飴と 荒物 



わらじ つる うば づか 

を 売り、 軒に 草鞋 を 釣して、 ここに 姥塚を 築く ばかり、 

とど 

あと を 留めた ので あると 聞く。 

I 前略、 当 寺 檀那、 孫 八 どのより 申 上げ 候。 入院 

かいゆ うつさん 

中流 産な され 候 御 婦人 は、 いま は 大方に 快癒、 鬱 散の 

そとあるき も 出来 候との 事、 御 安心 下され 度 候 趣、 さ 

そ みぎ リ 

て、 ここに 一 昨夕、 大 夕立 これ あり、 孫 八老、 其の 砌 

某所 墓地 近く を 通りかか リ候 折から、 天地 晦冥、 雹の 

す さ か つ うち 

降る こと 凄まじく、 且は 電光の 中に、 清げ なる 婦人 一 

人、 同所、 鳥 博士の 新 墓の 前に NV み 候が、 冷く 莞爾と 

いたし 候と ともに、 手の 壺 微塵に 砕け、 一 塊の 鮮血、 



あら 土に しぶき 流れ、 降 積り たる 雹 を 染め 候が、 赤き 

霜柱の 如く、 暫時 は 消え もやらず 有 之 候よ し、 貧 道な 

ど 口にいた し 候 もい かが、 相 頼まれ 申 候 ことづて のみ、 

いずれ 仏 菩薩の 思 召す 処に はこれ ある まじく、 奇 しく 

いっく きょ うど う しょい 

厳しき 明 神の 嚮導 指示の もとに、 化 鳥の 類の 所為に 

もやと 存じ 候 

西 明 寺 木魚。 

和尚さん も、 貧 地の 癖に 「木魚」 などと 洒落れ てい 

る。 が、 それ はとに かく —— (上人の 手紙 は 取 意の 事) 

東京の 小 県へ この 来書の 趣 は、 婦人が 受辱、 胎 蔵の 

玻璃 を 粉砕して、 汚 血を獵 色の 墳墓に、 たたき 返した 



と 思われぬ でもない。 

昭和 八 ( 一 九 三 三) 年 一 月 
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